
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

http://www.sendai-shimincenter.jp 

 

発行：（公財）仙台ひと・まち交流財団 仙台市広瀬市民センター 

〒989-3125 仙台市青葉区下愛子字観音堂５番地 

【Tel】392-8405 【Fax】392-8410 
HP公開中！「仙台市広瀬市民センター」で検索
できます。左の QR コードもご利用ください。 

募  集  案  内 

講座参加の皆様へ ※発熱や咳の出る方、体調がすぐれない方は参加を控えていただくようお願いいたします。 

※今後の新型コロナウイルス感染症の状況次第で、講座を中止する場合がありますので、ご了承ください。 

         ※お預かりした個人情報は、講座の目的にのみ使用いたします。 

 

ジュニアリーダーを知っていますか？ 

地域で活躍する中高生ボランティアのことです。 

広瀬市民センターでは「MRVC くまっこ」というジュ

ニアリーダーサークルが地域で活躍しています。 

 くまっこではメンバーを随時募集しています！必

要なスキルはやる気だけ！子どもが好きな人、ボラ

ンティア活動をやってみたい人などなど、興味のあ

る中高生は広瀬市民センター(022-392-8405)まで 

ご連絡ください♪ 

 

広瀬市民センターでは、高齢者の健康で豊かな生活を応援するため、定期的な学びの場を提供しています。今年度

は、健康・音楽・文化・現代的課題などのテーマに取り組む予定です。密を避けるため、二つのグループに分かれて開催

します。グループ分けは市民センターで行い、はがきでお知らせいたします。皆さまのご応募お待ちしております。 

受講をお待ちしております。 

 
◎対   象： 概ね６０歳以上の方 60人 （抽選）     ◎費   用：無 料 

◎講座日程：【Aグループ】 5/26、7/28、9/22、10/13、12/22（各木曜日・全 5回） 

【Bグループ】 6/23、8/25、9/22、11/17、1/26（各木曜日・全 5回） 

お申込み方法   往復はがき、又は直接はがきをご持参のうえ市民センター窓口にお越しください 

3 月 31 日（木）必着 
※電話での受付はしておりませんので、ご注意ください 

※諸事情により開催が中止になる場合がございます。その際は個別にご連絡させていただきます。 

令和４年度 広瀬老壮大学 

広瀬市民センターでは、広瀬文化センター及び 

広瀬市民センターを主な活動場所としているサークル・

団体を地域の皆様に知っていただくため、『サークルの

ご紹介』というチラシを毎年作成しております。 

令和４年度『サークルのご紹介』に掲載を希望される

サークルは、窓口で配布する掲載申込書にご記入の上、 

４月 10日（日）までにご提出下さい。 

詳しくは…広瀬市民センター022-392-8405 

広瀬市民センター・広瀬文化センターで活動する 

『サークルのご紹介』 
掲載について 

http://www.sendai-shimincenter.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪３月の休館日≫  7 日（月）・１4 日（月）・2２日（火）・２8 日（月）  

 三館共催事業 飛び出す紙芝居 劇場版「アーリー博士とレイト怪人」 

1月 23日（日）に広瀬文化センター・広瀬図書館との共催事業を開催し、文化センターホールで 170人が

紙芝居と演劇の融合作品「アーリー博士とレイト怪人」を楽しみました。NPO 法人仙台小劇場が普段は小さな

会場で上演する演目を劇場版にアレンジして公演しました。来場者からは「子どもも大人も楽しめる内容で面

白かったです。」「会場の子ども達が、とても楽しんで観ていた。子どもから質問もたくさん出て、そんな姿を見ら

れたのも嬉しかったです。」等の感想が寄せられ、幅広い世代の方々が楽しい時間を過ごしました。 

地域で伝える平和学習 

12月から 1月にかけて、地域で伝える平和学習を開催しました。12月 22日～1月 10日までは広瀬文化セン
ターロビーでのパネル展、1 月には愛子小学校と広瀬小学校の出前授業を行いました。パネル展では戦後の仙
台と近代の仙台の風景の比較写真が展示され、戦災からの復興の様子が見て取れ、来場者からも「自分の生き
たことのない時代の写真を見ることができるのは貴重です」などのお声をいただきました。 
愛子・広瀬小学校の2校では戦災復興記念館職員と戦中戦後に幼少期を過ごした語り手の方々にお話をして

いただきました。戦時中の暮らしの道具や兵隊を育てるための教育のお話、貧しい暮らしの中にも工夫して生きる
大切さなどをお話いただきました。 

 

12月 23日に Aグループ、1月 27日に Bグループの皆さんが、ぴろしさんの“歌あり、ものまねあり、漫談あり”

のステージを楽しみました。ぴろしさんの軽妙なトークに乗せられ、受講生の皆さんもコーラス隊をつとめたり、「皆で

歌おう昭和歌謡」のコーナーでは突然の指名にも関わらず堂々と歌声を披露するなど大活躍でした。 

「久しぶりに大笑いしました」「こんなにも楽しい講座はなかった。コロナのせいで歌うことも許されずにいた日を

一気に吹き飛ばした時間だった」などの感想をいただき、笑うこと、歌うことの楽しさと大切さを改めて感じたひと時

でした。受講生の皆さんに笑顔とパワーを与えてくださったぴろしさん、本当にありがとうございました！ 


